
平成 28年（2016 年）10 月 1日現在　※（　）内は対前月比

人口 98,226 人（－17）／男 47,598 人（－32）／女 50,628 人（＋15）／世帯 38,819 世帯（＋ 22）

人口と世帯

平成 27 年度決算を認定
使われたお金は 412 億 8,600 万円  	 ２
子どもへの支援を充実 !! ～９月定例会で決まりました～				 ４
常任委員会審査報告				 	 ８
９月定例会市政のここが聴きたい !! 一般質問				 11
新総合体育館建設は？議員の定数・報酬・政務活動費は？
市民の意見をお聴きしました  	 22
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安曇野市

五
ごこくほうじょう

穀豊穣を願う浦安の舞（豊科・細萱）
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412億  8,600万円使われたお金は平成 27 年度
決算を認定

（前年比  10 億 9,700 万円減）

会　計　名 歳入 歳出 差引

一  般  会  計 42,075,161 41,286,374 788,786

特
　
別
　
会
　
計

同和地区住宅新築資金等貸
付事業 943 943 0

国民健康保険 12,520,906 12,126,436 394,469

後期高齢者医療 997,810 981,809 16,001

介護保険 8,474,719 8,434,548 40,171

下水道事業 4,559,594 4,246,240 313,353

農業集落排水事業 199,475 187,618 11,856

上川手山林財産区 4,051 3,468 583

北の沢山林財産区 868 280 588

有明山林財産区 1,324 776 547

富士尾沢山林財産区 1,619 1,041 578

穂高山林財産区 1,438 847 590

産業団地造成事業 641 295 346

観光宿泊施設 37,306 37,299 6

平成27年度安曇野市一般会計および特別会計

※千円未満は、端数処理をしているため、差引額に相違が生じています。

Ｑ
＆
Ａ
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。
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が
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A
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た
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。

一般会計
おもな使いみち

・国営中信平 2 期地区事業負担金 2 億 5,532 万円
・多面的機能活動支援事業 1 億 9,012 万円

土木費

商工費

公債費

教育費民生費・衛生費

農林水産業費

その他
議会費・労働費・消防費など

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
対
し
て

（単位：千円）

※各項目は万円未満切り捨て

平成28年8月1日　穂高支所がオープン

平成28年10月3日  安曇野しゃくなげの湯がオープン

市民
一人あたりにすると
約 42 万円！

道路等の整備のため

地域産業振興や観光事業のため

公共施設の充実などで
借りたお金の返済

教育環境の充実と生涯学習のため福祉の充実のため

農業・林業・水産業のため
・ふるさと寄附記念品 3 億 9,284 万円
・ふるさと寄附基金積立 6 億 2,169 万円
・穂高・三郷・堀金支所等
　整備事業（平成27年度分） 12 億 8,989 万円
・市制施行 10 周年記念事業 2,656 万円

・安曇野しゃくなげの湯整備事業（平成 27 年度分）
 2 億 2,349 万円
・安曇野市山岳環境整備基金積立金
 1 億 1,988 万円

・豊科公民館大規模改修工事（平成 27 年度分）
 7 億 5,796 万円
・穂高幼稚園大規模改造工事（平成 27 年度分）
 1 億 1,317 万円

・議会費 2 億 9,137 万円
・デジタル同報系防災行政無線
　整備事業 5,289 万円
・災害対策用備蓄品購入事業
 2,642 万円
・小型動力ポンプ付積載車
　（3 台更新） 2,527 万円

・三郷児童館増築事業 1 億 962 万円
・国民健康保険特別会計繰出金 7 億 1,727 万円
・臨時福祉給付金 1 億 36 万円

49億2,900万円

22億3,400万円

44億3,700万円

43億9,100万円

18億2,100万円

140億8,700万円

24億8,300万円

平成 28 年  9 月定例会

　平成 28 年 9 月定例会が 8 月 23 日
から9月16日までの25日間開催され、
平成 27 年度決算を含む議案 33 件と
請願 2件、陳情 8件が審議されました。
その中から、本会議での質疑、討論な
どを紹介します。

・除雪用建設機械購入　（8t級、5t級各1台）
 1,743 万円
・道路橋梁維持費 3 億 3,565 万円
・穂高駅周辺整備事業（平成27年度分） 4,773 万円

総務費
行政運営や計画のため

69億400万円
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平成 28 年  9 月定例会

子どもへの支援を　充実！！
～ 9 月定例会で　決まりました～

請願
審議

条例
制定

条例
制定

条例
改正

陳情
審議

審議された「請願」と「陳情」入学準備金貸付制度が始まります ～ 11月1日施行 ～
議案第 76号　安曇野市入学準備金貸付基金条例

幼稚園と保育園の両方の機能を備えた施設へ
議案第 74号　安曇野市立認定こども園条例

公立保育園の認定こども園化に伴う改正
議案第 75号　安曇野市保育所条例の一部を改正する条例

採　択

可　決

可　決

可　決

・義務教育費国庫負担制度の堅持を求めます（請願第 1号）
・国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求めます（請願第2号）

・ＴＰＰに関する情報開示の徹底と持続可能な農業経営の実現に向けた農業政　
　策の確立を求めます（陳情第 5･6 号）
・私立高校に対する公費助成をお願いします（陳情第 7号）
　　以上 4件の採択を受け、議員提出議案（3～6号）として意見書を提出
・放課後児童クラブ通年利用希望者が全員利用できるような体制づくりを求
めます（陳情第 8号）

経済的理由により就学が困難な者の保護者に対し、入学に際して必要となる費用のための資金を無利
子で貸し付けをすることにより、教育の機会均等を図るとともに有能な人材を育成することを目的とし
て、安曇野市入学準備金貸付制度を創設するものです。基金の原資はふるさと納税による寄附金等です。

平成 27 年 4 月に子ども・子育て支援法が施行されたことにより、公立保育園 18 園のすべてを平成
29 年 4 月から認定こども園へ移行することになり、それに伴って新たに条例を定めるものです。認定
こども園の認定を受けても幼稚園や保育所等はその位置づけは失いません｡

公立保育園の認定こども園化に伴う所要の改正を行い、児童福祉法に基づく保育所の利用について定
めるものです。

ふるさと納税による寄附金を原資に入学準備金貸付制度
一般会計補正予算では、今議会に条例案とともに提出された「安曇野市入学準備金貸付」、「B型肝炎
ワクチンの定期接種化」に伴う予算等の追加補正が行われました。また、事業費の確定などにより不
要額となる予算などを減額補正した結果、補正予算額 4億円を増額し、補正後の予算額は 432 億 1,000
万円となりました。

平成 28 年度安曇野市特別会計補正予算
特別会計 補正額 補正後額

国民健康保険（補正第 1 号） 109,900 12,612,601

後期高齢者医療（補正第 1 号） 15,904 1,048,406

介護保険（補正第２号） 31,782 8,921,779

観光宿泊施設（補正第 1 号） 2,430 34,594

平成 28年度
一般会計補正予算
（第 2号）

入学準備金貸付制度の概要
・利用に際して世帯の収入額に一定の基準があります。
≪貸付限度額≫
国公立の高等学校・高等専門学校  10 万円
私立の高等学校・高等専門学校  30 万円
国公立の大学・短期大学  40 万円
私立の大学・短期大学・専修学校専門課程  60 万円

※平成 29 年４月１日に進学する者から対象とします。
　応募については教育委員会へお問い合わせください。

人事案件
・教育委員会委員に二村美智子さんを任命すること、固定資産評価審査委員会委員に青木

完
か ん じ

氏さんを選任することに同意した。
・人権擁護委員の推薦につき、松尾きく江さんを適任とした。

・全議案の審議の結果
　　　→ 6 ページ
・議案ごとの賛否
　　　→ 7 ページ

主な議案等を紹介します

参照

（単位：千円）

高校・大学等への進学者を対象とする「安曇
野市入学準備金貸付制度」のため、入学準備金
貸付基金へ 9,722 万 8,000 円を積み立て、入学準
備金貸付のために 6,100 万円を予算化しました。

予防接種法施行令の一部改正により、平成 28 年
10 月 1 日から B 型肝炎ワクチン予防接種が定期化
されたため、1,242 万 8,000 円を予算化しました。

クローズアップ

教育 クローズアップ

健康
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議案
番号 件　　　　　　　名 結果

74 号 安曇野市立認定こども園条例

可決

75 号 安曇野市保育所条例の一部を改正する条例

78 号 平成 28 年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

79 号 平成 28 年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

80 号 平成 28 年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第２号）

85 号 平成 27 年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について

認定86 号 平成 27 年度安曇野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について

87 号 平成 27 年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
について

健康・福祉

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

81 号 平成 28 年度安曇野市観光宿泊施設特別会計補正予算
（第１号）

可決
82 号 平成 28 年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算

（第１号）

88 号 平成 27 年度安曇野市観光宿泊施設特別会計歳入歳出決算の
認定について

認定

91 号 平成 27 年度安曇野市上川手山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

92 号 平成 27 年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

93 号 平成 27 年度安曇野市有明山林財産区特別会計歳入歳出決算
の認定について

94 号 平成 27 年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

95 号 平成 27 年度安曇野市穂高山林財産区特別会計歳入歳出決算
の認定について

96 号 平成 27 年度安曇野市産業団地造成事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

産業・経済・観光

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

89 号 平成 27 年度安曇野市下水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

認定
90 号 平成 27 年度安曇野市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について

97 号 平成 27 年度安曇野市水道事業会計利益の処分及び決算の
認定について

可決及び
認定

98 号 市道の廃止について
可決

99 号 市道の認定について

建設・水道

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

76 号 安曇野市入学準備金貸付基金条例 可決

教育

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

77 号 平成 28 年度安曇野市一般会計補正予算（第２号） 可決

83 号 平成 27 年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について

認定84 号 平成 27 年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

総務・財政

陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書提出を求める
陳情

継続審査2 号 子ども・障がい者等の医療費窓口無料化を求める県への意見
書の提出を求める陳情

3 号 ＪＲ大糸線有明駅駐輪場の屋根設置について 審査未了

5 号 ＴＰＰに関する情報開示の徹底と持続可能な農業経営の実現
に向けた農業政策の確立を求める陳情書

採択
6 号 ＴＰＰに関する情報開示の徹底と持続可能な農業経営の実現

に向けた農業政策の確立を求める陳情書

7 号 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書

8 号 放課後児童クラブ通年利用希望者が全員利用できるような体
制づくりを求める陳情

9 号 安曇野市内義務教育課程児童・生徒の多様な教育機会の確保
について 継続審査

陳情

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

3 号 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書

可決
4 号 国の責任による 35 人学級推進と教育予算の増額を求める

意見書

5 号 私立高校への公費助成に関する意見書

6 号 ＴＰＰに関する情報開示の徹底と持続可能な農業経営の実現
に向けた農業政策の確立を求める意見書

議員提出議案

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

100 号 教育委員会委員の任命について
同意

101 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

102 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

人事

5ページ・

9ページへ

報告
番号 件　　　　　　　名 結果

20 号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について

（自動車事故に関すること）

受理

21 号

27 号

22 号 平成 27 年度決算に基づく安曇野市健全化判断比率について

23 号 平成 27 年度決算に基づく安曇野市観光宿泊施設特別会計資
金不足比率について

24 号 平成 27 年度決算に基づく安曇野市産業団地造成事業特別会
計資金不足比率について

25 号
平成 27 年度決算に基づく安曇野市水道事業会計、安曇野市
下水道事業特別会計、安曇野市農業集落排水事業特別会計資
金不足比率について

26 号 平成 27 年度安曇野市水道事業会計継続費の精算について

報告事項

請願
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書提出に関する
請願書 採択

2 号 国の責任による 35 人学級推進と教育予算の増額を求める意
見書提出に関する請願書

請願

賛否が分かれた議案等
○：賛成　　×：反対　　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議案等
番号

　　　　　　議員名

議案名　　　　　　

松
枝
　
　
功

坂
内
不
二
男

林
　
　
孝
彦

井
出
　
勝
正

一
志
信
一
郎

宮
澤
　
豊
次

黒
岩
　
豊
彦

増
田
望
三
郎

竹
内
秀
太
郎

藤
原
　
正
三

中
村
今
朝
子

山
田
　
幸
与

平
林
　
　
明

小
松
洋
一
郎

荻
原
　
勝
昭

猪
狩
久
美
子

内
川
　
集
雄

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

松
澤
　
好
哲

小
林
　
純
子

平
林
　
德
子

宮
下
　
明
博

藤
原
　
陽
子

濵
　
　
昭
次

議案第 74 号 安曇野市立認定こども園条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 75 号 安曇野市保育所条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 77 号 平成 28 年度安曇野市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 78 号 平成 28 年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 79 号 平成 28 年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 80 号 平成 28 年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 81 号 平成 28 年度安曇野市観光宿泊施設特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 82 号 平成 28 年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正
予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 83 号 平成 27 年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 85 号 平成 27 年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 87 号 平成 27 年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算
の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 88 号 平成 27 年度安曇野市観光宿泊施設特別会計歳入歳出
決算の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

市民の生命を第一に守るために
「情報伝達手段の考え方と緊急告知機能付き

防災ラジオの各戸配布」に関する要望

◦市民への災害・防災に関する情報伝達の方法は、喫緊の課題として議論を重
ねてきた。

◦今年 5 月 16 日開催の「議会報告会」では、屋外同報系防災行政無線（拡声器）
の放送が室内にいると聞きにくいとの意見が多く聞かれた。

◦特に高齢者世帯の皆さんは、今まで使用していた防災無線戸別受信機が廃止
されたことにより、情報を得るための最も身近な手段が奪われたという認識が生じている。

◦全国各地では激甚災害が発生している。特に糸魚川静岡構造線上の本市では、M7.6 規模の地震発生率が
10.4 ポイント上昇し、29.5％と報じられた。

◦安全・安心なまちづくりに取り組む本市にとって、市民の生命を第一に守るための均一的な情報伝達手段
を速やかに構築する必要がある。

◦安曇野市議会は全議員の一致の下、速やかに行政の広報を含む情報伝達手段に対する考え方を明確にし、
課題が存在するのであればその解決に真

し ん し

摯に取り組み、一刻も早く緊急告知機能付き防災ラジオの各戸配
布を市民の負担の少ない方法で実現するよう要望する。

要望書の概要

平成 28 年  9 月定例会

2ページへ

5ページへ

4ページへ

5ページ・

9ページへ

10ページへ

8ページへ

 市議会から市長に
要望しました
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総務
環境

福祉
教育

常任委員会審査報告

賛成多数で認定審査
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

全員賛成で可決
すべきものと決定

賛成多数で認定
すべきものと決定

全員賛成で採択
すべきものと決定

賛成多数で継続審査
とすべきものと決定

賛成多数で継続審査
とすべきものと決定

平成 27 年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について審査した。既存の保育所を保育園型の認定こども園とするため、条例を制定した。

安曇野市奨学金基金条例を全部改正し、入学準備金の貸し付けについて、貸付条
件などの必要事項を定める条例を制定した。

平成 27 年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について審査した。

教育委員会から来年度に向けて場所や予算などの確保を検討していくとの回答
があった。

委員会としてさらに認識を深め検討が必要だと判断し、継続審査とした。

緊急事態基本法の早期制定を求める意見書の提出を求める陳情を審査した。

議案第 83号議案第 74 号

議案第 76 号

議案第 83 号

陳情第 8号

陳情第 9号

陳情第 1号

平成 27年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について安曇野市立認定こども園条例

安曇野市入学準備金貸付基金条例

平成 27年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について

放課後児童クラブ通年利用希望者が全員利用できるような体制づくりを求める陳情

安曇野市内義務教育課程児童・生徒の多様な教育機会の確保について

緊急事態基本法の早期制定は

総務環境委員会では、9 月 8 日、付託された 3 件の議案と１件の陳情を
審査しました。その中から主な議案等について紹介します。

議案名や本会議での議決結果等　　　

福祉教育委員会では、9 月 9 日、付託された 11 件の議案と 2 件の請願、
4 件の陳情を審査しました。その中から主な議案等について紹介します。

議案名や本会議での議決結果等　　　

審査を継続したいとする意見

反対の意見
・予算を連結で見ると起債総額が大きく自主財源の

確保が財政計画では十分でなく、後年度負担になる。
財政計画で示されているのは平成 34 年度までで、
市民にも議会にも説明責任が果たされていない。

・地方債を 45 億円借りて 41 億円償還する。差し引
き 4 億円の増加という財政のあり方は健全ではな
く、市民のためになっていない。

反対の意見
・公的な保育を子どもたちや保護者に保障するのが

基本。保護者が直接、認定こども園と契約すると
いう手続きなど複雑になっていく。認定こども園
にしていくことで、結果的には保育園の民営化に
道を開くものであるので反対する。

・災害対策基本法があり、緊急事態の宣言をして使っていけばいいと思う。今までいろいろと検討し、研究し
てきているが、緊急事態条項についてはさらに研究をする必要があると思い、継続審査としたい。

・異常気象のためか、大規模自然災害が考えられる。陳情の内容をもう少し研究すべきではないかと思い、継
続審査としたい。

賛成の意見
・平成 27 年度の借り入れと償還は差し引き 4 億円

の超過であるが、長期的には市民の福祉向上のた
め、社会的なインフラの整備のためである。今の
時期は借り入れが多く償還が少ない時期である。

・有効な資金を国から受け、施設整備を行っており、
健全化指標の上でも表れている。財政のやり繰り
などにおいて適切な方法で行っている。

賛成の意見
・申請手続が複雑になることはない。市立幼稚園が

１園しかない現状から、認定こども園の制度を取
り入れていかないと、保育や幼児教育に対する
ニーズを満たせないという現状があるので賛成す
る。

第 8 条の貸付条件に連帯保証人を立てるとあるが、これを信用保証協会のような公的機関を使うことはできないか。

日本学生支援機構の奨学金には機関保証がつけられることになっているが、全国自治体の奨学金制度や入学
準備金制度の例を調べたなかでは、機関保証がついている事例はなかったので、今回は保証人という人的保
証の手段によることとした。

県営住宅入居にあたっては連帯保証人制度をやめている。県行政も変わってきて
いるなかで、市としても連帯保証人の必要性についてはぜひ検討してもらいたい。

意見

6ページへ6ページへ

9 月 4 日豊科県民グランドでの総合防災訓練

答

問
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経済
建設

常任委員会審査報告

賛成多数で認定
すべきものと決定

全員賛成で採択
すべきものと決定

平成 27 年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について審査した。

TPP に関する情報開示の徹底と持続可能な農業経営の実現に向けた農業政策
の確立を求める陳情を審査した。

議案第 83号

陳情第 5・6号

平成27年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について

ＴＰＰに関する情報開示の徹底を！

経済建設委員会では、9 月 12 日、付託された 16 件の議案と 3 件の陳情を
審査しました。その中から主な議案等について紹介します。

議案名や本会議での議決結果等　　　

モンキードッグの現状は。

定期的に犬が回ることで防護柵の補完に
なっている。

住ま居る（スマイル）応援制度の活用に関する、
業者の対応は。

利用が特定の業者に片寄ることもあった。
できるだけ多くの業者に恩恵があるように
当該事業の制度周知を図っている。

ハーフマラソンの地域への経済効果は。

1 人当たり 1 万数千円の消費額になる。今
後農家民泊や小さな宿泊施設にも声がけを
していく。

穂高駅前広場周辺整備計画について変更は
あったか。また、バスの乗車場所は十分ス
ペースがとれ、安全性は確保できるのか。

「銀座の柳」の撤去は再検討となった。場所
を移し、維持管理は柳を残してほしいとい
う皆さんを中心に進めたい。駅前がリニュー
アルした際には時計回りにする。真ん中の
スペースにはペンションや旅行会社の送迎
車が止められるようにし、観光協会前のバ
ス停は安全を配慮した設計にする。

賛成の意見
・昨年 10 月に TPP 交渉が大筋合意された。国民への理解を得るため議論はされてはいるが、国民は不安を持っ

ており、できる限りの情報開示や十分な説明が必要。また、農業者が将来にわたって希望を持ち、農業を営
むことのできる政策が必要。

問
計
画
策
定
段
階
で
の
市
民
説
明
会
で

は
、
財
政
見
通
し
を
危き

ぐ惧
す
る
多
く
の

意
見
に
対
し
明
確
に
答
え
て
い
な
い
。

こ
れ
で
は
市
民
へ
の
説
明
責
任
と
は
ほ

ど
遠
い
。ま
た
、財
源
減
少
に
対
応
す
る

た
め
、
人
件
費
の
削
減
や
物
件
費
の
カ

ッ
ト
ま
で
し
て
、
建
設
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
は
一
体
何
な
の
か
。

答
体
育
館
を
建
設
す
る
か
ら
行
政
改
革
を

進
め
る
の
で
は
な
い
。
常
に
無
駄
を
省

き
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
効
率
的
な

予
算
執
行
を
し
て
い
く
。

問
今
後
、
激
変
緩
和
措
置
に
よ
り
交
付
税

歳
入
が
減
る
中
で
、
一
般
財
源
が
増
え

る
要
素
は
な
い
の
で
は
。
歳
出
を
削
減

す
る
今
の
時
期
に
、
な
ぜ
建
設
な
の
か
。

答
交
付
税
の
減
少
に
備そ

な

え
、
財
政
運
営
に

お
け
る
問
題
は
、
大
変
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
償し

ょ
う
か
ん

還
が
ピ
ー
ク
時
の
平
成
32
年
以
降
、

財
政
は
硬
直
化
し
、
柔
軟
性
が
失
わ
れ

る
状
態
と
な
る
が
、
そ
れ
で
い
い
の
か
。

答
財
政
運
営
に
お
い
て
も
経
常
経
費
の
削

減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
十
分
な
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
新
総
合
体
育
館
・
穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
等
大
規
模
事
業
を
計
画
通
り
進
め

た
時
、市
の
一
般
会
計
の
市
債
残
高
（
借

入
金
）
は
ど
う
な
る
か
。
ま
た
、
借
入

金
の
返
済
に
必
要
な
財
源
は
問
題
な
く

確
保
で
き
る
か
。　

答
市
債
残
高
は
平
成
27
年
度
４
２
１
億
円

で
、
平
成
32
年
度
の
４
８
０
億
円
を
ピ

ー
ク
に
平
成
34
年
度
（
４
３
４
億
円
）

以
降
減
少
し
て
い
く
。
返
済
財
源
に
つ

い
て
は
平
成
34
年
度
以
降
交
付
税
措
置

の
割
合
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
一
般
財

源
（
自
主
財
源
）
の
割
合
は
減
少
し
て

い
く
と
想
定
し
て
い
る
。　

問
実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
は

今
後
ど
う
推
移
し
、
総
務
省
の
早
期
健

全
化
基
準
と
比
較
し
て
健
全
化
の
範
囲

内
に
あ
る
か
。　
　

答
実
質
公
債
費
比
率
は
平
成
34
年
度
の

12
・
３
％
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
き
、

早
期
健
全
化
基
準
の
半
分
以
下
で
健
全

財
政
の
範
囲
内
で
あ
る
。
将
来
負
担
比

率
も
平
成
34
年
度
に
向
け
て
一
時
的
に

増
加
傾
向
を
た
ど
る
が
、
実
質
公
債
費

比
率
と
同
様
に
早
期
健
全
化
基
準
を
大

問
11
月
に
は
基
本
計
画
を
ま
と
め
、
説
明

を
行
う
と
い
う
が
、
肝
心
な
維
持
管
理

費
（
８
千
万
円
位
を
想
定
）
が
未い

ま

だ
に

示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
具
体
的
に
面
積
や
規
模
が
決
ま
ら
な
い

の
で
、
し
ば
ら
く
検
討
猶ゆ

う
よ予

期
間
を
。

保
育
園
の
民
営
化
に
併あ
わ

せ
統
廃
合
を

問
園
の
統
廃
合
に
よ
り
、
適
正
規
模
の
保

育
園
に
改
善
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
保
育
園
の
統
廃
合
の
必
要
性
を
認
識
し

て
い
る
。
園
児
数
の
将
来
予
測
を
し
な

が
ら
、
民
営
化
と
同
時
に
進
め
て
い
く

の
が
ベ
タ
ー
と
考
え
、
さ
っ
そ
く
検
討

を
始
め
た
い
。

幅
に
下
回
る
健
全
財
政
の
範
囲
内
で
あ

る
。

防
災
ラ
ジ
オ
の
整
備
に
つ
い
て

問
大
規
模
災
害
時
に
備そ

な

え
る
「
緊
急
告
知

機
能
付
き
防
災
ラ
ジ
オ
」
の
整
備
に
お

い
て
、
高
齢
者
や
弱
者
に
は
手
厚
い
補

助
率
の
設
定
を
要
請
す
る
。

答
希
望
す
る
市
民
が
市
の
補
助
金
を
活
用

し
て
購
入
す
る
た
め
の
補
助
額
や
補
助

率
等
の
制
度
設
計
は
、
今
後
検
討
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
区
等
自
治
会
へ
の
支
援
策

〇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
策

市が検討している「緊急告知機能付き
防災ラジオ」

市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！9 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

信誠会
山田 幸与

新
総
合
体
育
館
建
設
計
画

市
の
財
政
見
通
し
を
懸け

ね

ん念

新
総
合
体
育
館
等
大
規
模

事
業
と
市
の
財
政

信誠会
竹内 秀太郎

6ページへ

サルやイノシシを追い払う
モンキードッグ

穂高駅のシンボルになっている
「銀座の柳」

今年からファミリーランも開催

答

答

答

答

問

問

問

問

安曇野の子ども達に最適な保育を
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一 般 質 問

問
千
葉
県
東
金
市
と
は
、
平
成
24
年
に

「
災
害
時
相
互
支
援
宣
言
」、
平
成
27
年

に
「
友
好
都
市
締
結
」
を
し
た
。
ま

た
、
20
年
間
で
１
０
０
０
人
以
上
の
東

金
市
の
子
ど
も
達
が
「
あ
づ
み
の
探
検

隊
」
と
し
て
安
曇
野
を
訪
れ
た
。
東
金

市
「
み
の
り
の
郷
東
金
」
に
も
「
安
曇

野
市
コ
ー
ナ
ー
」
が
特
設
さ
れ
、
多
く

の
市
内
業
者
が
農
産
物
や
加
工
品
な
ど

を
展
示
・
即
売
し
、
平
成
27
年
度
は
両

市
の
相
互
売
上
総
額
が
１
億
５
千
万
円

を
超
え
る
な
ど
、
交
流
事
業
が
順
調
に

発
展
し
て
き
て
い
る
。
11
月
に
は
、
安

曇
野
市
か
ら
の
第
１
回
「
東
金
市
青
少

年
交
流
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
今

後
の
交
流
事
業
に
期
待
す
る
も
の
は
。

答
青
少
年
期
の
交
流
事
業
は
、
広
い
視
野

を
持
っ
た
人
材
育
成
を
目
指
す
と
と
も

に
、
協
調
性
や
豊
か
な
人
間
性
を
養
う

た
め
に
大
変
重
要
な
機
会
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
交
流
事
業
を
防
災
や
経
済
活
動

に
ま
で
拡
大
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

問
東
金
市
に
、「
安
曇
野
市
絆
友
好
の
会
」

が
で
き
た
か
伺
う
。

問
安
曇
野
市
の
平
和
都
市
宣
言
は
「
平
和

を
願
う
人
と
手
を
取
り
合
っ
て
、
全
て

の
不
安
や
争
い
を
な
く
す
た
め
に
、
私

た
ち
は
行
動
し
ま
す
。」
と
し
て
い
る
。

自
民
党
の
憲
法
改
定
草
案
に
あ
る
緊
急

事
態
条
項
の
下も

と

で
、
平
和
憲
法
や
地
方

自
治
が
危
機
の
時
、
ど
う
行
動
す
る
か
。

答
緊
急
事
態
が
宣
言
さ
れ
た
時
に
地
方
自

治
体
が
国
の
統
制
下
に
置
か
れ
、
基
本

的
人
権
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
危き

ぐ惧
し
て
い
る
。
地
方
自

治
の
機
能
を
し
っ
か
り
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

安
曇
野
の
財
政
は
ど
こ
へ
行
く
の
か

問
３
・
６
月
定
例
会
で
交
付
税
減
額
と
33

年
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
６
月
に

出
さ
れ
た
財
政
計
画
が
平
成
34
年
度
ま

で
し
か
な
い
が
な
ぜ
か
。
後
年
度
負
担

が
増
加
す
る
箱
物
行
政
を
す
る
余
裕
は

あ
る
か
。
市
債
発
行
残
額
は
平
成
26
年

度
で
８
９
０
億
円
、
平
成
27
年
度
で
８

７
１
億
円
だ
が
、
償
還
の
最
終
点
は
。

答
長
期
間
だ
と
制
度
設
計
の
把
握
が
難
し

い
た
め
平
成
34
年
度
ま
で
に
な
っ
て
い

問
文
部
科
学
省
は
、
不
登
校
や
病
気
、
虐
ぎ
ゃ
く

待た
い

な
ど
で
ほ
と
ん
ど
学
校
に
通
え
な
い

ま
ま
、
学
校
の
教
育
的
配
慮
に
よ
り
中

学
を
卒
業
し
た
人
も
、
夜
間
中
学
で
学

び
な
お
す
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

昨
年
方
針
転
換
し
た
。
本
市
の
中
学
３

年
生
の
う
ち
、
指
導
要
録
上
出
席
と
さ

れ
卒
業
し
た
人
の
状
況
を
伺
う
。

答
平
成
26
年
度
42
人
。
27
年
度
33
人
。
全

員
の
卒
業
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

問
も
う
一
度
学
び
た
い
と
希
望
す
る
時

や
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
お
い
て
も

夜
間
中
学
は
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
設

置
の
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
県
で
も
検
討
を
始
め
て
い
る
。
動
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い
く
。

子
ど
も
達
の
読
書
活
動
に
つ
い
て

問
友
好
都
市
三
郷
市
の
読
書
活
動
の
視
察

を
通
し
て
「
子
ど
も
司
書
養
成
講
座
」

「
家
族
読
書
の
日
」「
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
提
案
す
る
が
。

答
第
２
次
図
書
館
基
本
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
農
業
農
村
振
興
条
例
や
商
工
業
振
興
条

例
を
廃
止
し
、
新
し
く
産
業
振
興
条
例

（
仮
称
）
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
市
の

産
業
の
活
性
化
が
で
き
る
の
か
。
制
定

が
必
要
だ
と
い
う
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
2
つ
の
条
例
に
よ
る
各
産
業
の

従
事
者
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
活
動
や

成
果
を
ど
う
見
る
の
か
。
安
曇
野
市
の

基
本
構
想
は
「
田
園
都
市
」
と
し
て
合

併
し
、
途
中
で
「
田
園
産
業
都
市
」
に

変
更
さ
れ
た
。
誇
る
べ
き
田
園
景
観
、

地
下
水
、
地
域
文
化
、
農
業
は
国
の
基
。

農
業
農
村
振
興
条
例
が
廃
止
さ
れ
た

ら
、
誇
る
べ
き
景
観
や
地
域
文
化
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
田
園
都
市
だ
け
で
は
農
業
、
雇
用
は
守

れ
な
い
。
条
例
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
を
包

括
的
に
捉と

ら

え
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
も
沿そ

う
も
の
だ
。
国

も
農
業
を
成
長
産
業
に
位
置
付
け
、
市

も
観
光
産
業
や
商
工
業
と
の
連
携
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
各

条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
産

業
振
興
を
一
体
的
に
と
ら
え
る
た
め
の

基
本
と
し
て
新
た
な
条
例
を
制
定
し
た

答
東
金
市
の
元
助
役
を
代
表
に
、
設
立
に

向
け
準
備
中
。
会
員
に
は
安
曇
野
市
に

来
た
子
ど
も
（
元
隊
員
）
も
い
る
。

問
青
年
の
家
、
城
西
国
際
大
学
で
留
学
生

と
の
交
流
や
、
共
同
作
品
の
制
作
は
。

答
東
金
市
の
児
童
と
一
緒
に
東
金
市
特
産

の
孟も

う
そ
う
ち
く

宗
竹
を
使
っ
て
竹
灯
籠
の
制
作
を

予
定
し
て
い
る
。

問
未
来
あ
る
子
ど
も
の
記
念
の
大
地
と
し

て
、
第
１
回
の
記
念
事
業
の
考
え
は
。

答
み
の
り
の
郷
東
金
へ
御
殿
桜
を
植
樹
す

る
計
画
を
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
子
育
て
応
援
手
当
支
給
の
ま
ち
を
目
指

し
て

る
。
現
在
ま
で
の
借
入
金
の
償
還
は
平

成
51
年
度
ま
で
続
く
。
財
政
問
題
は
避

け
て
通
れ
な
い
課
題
。
民
間
活
力
を
導

入
し
、
臨
時
・
非
正
規
に
頼
ら
な
い
対

策
も
必
要
。
仕
事
内
容
を
精
査
し
、
１

～
２
％
の
コ
ス
ト
削
減
を
し
た
い
。

広
域
行
政
と
世
界
灌か
ん
が
い漑
遺
産
は

問
ご
み
処
理
の
問
題
や
拾
ヶ
堰
の
世
界
遺

産
登
録
に
つ
い
て
広
域
連
携
を
。

答
ご
み
処
理
の
広
域
化
は
、
中
信
４
市
で

取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
く
。
拾
ヶ
堰
の
世
界
灌
漑
遺
産
登

録
は
、
国
際
灌
漑
排
水
委
員
会
の
動
向

を
見
守
り
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

問
昨
年
３
月
に
要
望
し
た
、
小
中
学
校
に

お
け
る
設
置
場
所
の
案
内
表
示
、
体
育

館
や
運
動
場
に
近
い
場
所
へ
の
移
設
の

進し
ん
ち
ょ
く
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
平
成
27
年
度
、
小
中
学
校
７
校
で
体
育

館
へ
の
移
設
を
し
、
１
校
で
増
設
を
し

た
。
今
年
度
小
中
学
校
２
校
で
体
育
館

に
増
設
を
し
た
。
あ
と
３
校
、
体
育
館

へ
の
移
設
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

問
コ
ン
ビ
ニ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
ほ
し

い
と
の
声
が
あ
る
。
再
度
要
望
す
る
が
。

答
所
管
部
署
を
明
確
に
し
て
対
応
す
る
。

い
。
あ
わ
せ
て
補
助
金
交
付
要
綱
な
ど

具
体
的
な
支
援
策
を
見
直
し
て
い
き
た

い
。
新
条
例
は
農
業
の
衰
退
や
田
園
環

境
な
ど
を
壊
す
も
の
で
は
な
い
。

問
補
助
金
カ
ッ
ト
の
た
め
の
産
業
構
想
の

新
条
例
で
は
な
い
か
。

答
補
助
金
カ
ッ
ト
で
は
な
く
総
体
的
な
産

業
の
底
上
げ
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に

つ
い
て
、
要
支
援
者
へ
の
現
行
サ
ー
ビ
ス

の
保
障
を

○
緊
急
事
態
対
応
住
宅
に
風
呂
釜
を

○
Ｍ
産
業
に
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
更

新
は
す
べ
き
で
は
な
い

東金市の大学交流センター建て替えが検討されている穂高クリーン
センター

市内の農業振興翁を称
たた

える頌
しょうとくひ

徳碑

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！9 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

信誠会
一志 信一郎

未
来
に
羽
ば
た
く
子
ど
も
達

を
友
好
交
流
事
業
か
ら

公明党
中村 今朝子

夜
間
中
学
の
設
置
推
進
を

日本共産党
安曇野市議団

松澤 好哲

垣
根
を
越
え
、『
戦
争
へ

の
道
』
は
ス
ト
ッ
プ
！

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

農
業
農
村
振
興
条
例
や
商
工

業
振
興
条
例
は
残
す
べ
き
だ
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一 般 質 問

問
新
総
合
体
育
館
建
設
計
画
で
市
が
示
す

施
設
面
積
は
８
４
５
０
㎡
、
整
備
費
用

は
38
億
円
。
多
額
の
費
用
が
か
か
る
大

規
模
施
設
の
建
設
は
本
当
に
必
要
か
。

規
模
の
見
直
し
は
あ
り
得
る
の
か
。

答
予
定
し
て
い
る
市
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
、
規
模

お
よ
び
機
能
を
検
討
し
て
い
く
。
予
算

と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
。
11
月
頃
、
基

本
計
画
案
の
策
定
に
向
け
て
見
直
し
の

結
論
を
出
し
て
い
く
。 

問
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
観
点
か
ら
、

大
き
な
体
育
館
を
建
て
て
拠
点
化
を
進

め
る
こ
と
は
、
地
域
の
身
近
な
施
設
が

廃
止
に
な
る
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

答
市
民
の
利
便
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
規

模
の
縮
小
を
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
的

に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
大
規
模
体
育
館
建
設
計
画
は
本
当
に
財

政
的
に
大
丈
夫
な
の
か
。
そ
の
根
拠
は
。

答
合
併
特
例
債
を
財
源
に
す
れ
ば
、
７
割

が
普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ
、
税
等
の

負
担
を
抑
え
ら
れ
る
。
一
時
的
に
実
質

公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率
は
上
が

る
が
、
平
成
33
年
度
以
降
は
下
が
っ
て

問
推
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

答
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
老
人
保

健
施
設
な
ど
、
介
護
施
設
の
新
設
や
充

実
の
た
め
の
支
援
を
提
案
す
る
が
。

答
平
成
29
年
度
に
地
域
密
着
型
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
１
か
所
整
備
す
る
。

入
所
待
機
者
の
解
消
に
努
め
る
。

問
複
数
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
介
護

老
人
保
健
施
設
に
入
所
申
し
込
み
を

す
る
た
め
の
安
曇
野
市
共
通
様
式
の
改

善
、
市
民
へ
の
周
知
、
介
護
保
険
課
の

窓
口
対
応
の
向
上
を
提
案
す
る
が
。

答
改
善
を
進
め
る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
と
も
に
介
護
保
険
課
の
窓
口
で

詳
し
く
対
応
し
、
施
設
の
窓
口
に
も
配

置
す
る
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
す
る
。

問
認
知
症
カ
フ
ェ
、
通
称
オ
レ
ン
ジ
カ
フ

ェ
へ
の
支
援
強
化
を
提
案
す
る
が
。

答
開
設
経
費
の
助
成
を
し
て
い
る
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
の
支
援
を
す
る
。
運
営

面
の
支
援
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

多
文
化
共
生
の
ま
ち
・
安
曇
野
の
促
進
を

問
促
進
を
提
案
す
る
が
。

問
市
の
産
業
活
性
化
や
雇
用
確
保
、
農
業

な
ど
の
就
労
者
拡
大
と
自
主
財
源
確
保

を
訴
え
、
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
の
質

問
を
し
て
き
た
。
ふ
る
さ
と
寄
附
は
平

成
27
年
度
実
績
で
４
４
３
９
件
、
７
億

４
８
５
２
万
２
２
１
２
円
と
な
っ
た

が
、
総
務
省
が
換
金
性
の
高
い
返
礼
品

を
贈
ら
な
い
よ
う
求
め
て
お
り
、
心
配

す
る
。
市
長
は
ど
の
よ
う
に
捉と

ら

え
る
か
。

答
全
て
メ
イ
ド
イ
ン
安
曇
野
で
あ
り
、
市

内
で
生
産
さ
れ
た
物
。
地
域
経
済
や
産

業
活
性
化
、
雇
用
確
保
に
つ
な
が
り
、

安
曇
野
市
を
全
国
に
発
信
し
、
国
が

進
め
る
地
方
創
生
の
趣
旨
に
沿そ

っ
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
寄
附
確
保
に
努
め
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
。

問
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
の
収
支
結
果
は

ど
う
か
。

答
３
億
５
０
５
１
万
円
の
黒
字
に
な
っ
た
。

工
業
、
商
業
、
農
業
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業

分
野
で
活
性
化
、
販
路
拡
大
、
雇
用
創

出
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
る
。

問
平
成
26
年
９
月
、
平
成
27
年
12
月
の
質

問
で
、
企
業
か
ら
の
安
曇
野
ふ
る
さ
と

寄
附
の
検
討
を
要
望
し
た
。
本
年
度
税

問
全
職
員
を
対
象
に
７
月
21
日
訓
練
が
実

施
さ
れ
た
。
課
題
と
今
後
の
対
応
は
。

答
課
題
は
情
報
伝
達
手
段
の
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
の
確
実
な
登
録
と
返
信
。
シ

ス
テ
ム
の
登
録
や
安
否
確
認
の
返
信
の

徹
底
に
取
り
組
む
。

問
自
主
防
災
組
織
と
市
の
関
わ
り
①
訓
練

状
況
②
職
員
の
出
席
③
マ
ニ
ュ
ア
ル
④

防
災
専
門
官
に
つ
い
て
伺
う
。

答
①
昨
年
度
71
組
織
で
76
回
実
施
。
②
危

機
管
理
課
職
員
。
地
区
担
当
職
員
は
要

請
に
よ
る
。
③
見
直
し
、
整
備
を
進
め

る
。
④
消
防
署
長
経
験
者
を
配
備
。

問
自
主
防
災
組
織
の
補
助
金
に
つ
い
て
の

調
査
の
結
果
は
。

答
「
資
機
材
が
充
足
し
て
い
な
い
」
78
組

織
。
補
助
制
度
の
見
直
し
を
検
討
。

問
「
防
災
倉
庫
の
設
置
な
し
」
が
34
か
所

あ
る
。
無
償
貸
与
の
考
え
は
。

答
自
己
資
金
や
補
助
金
に
よ
り
整
備
し
て

い
る
。
無
償
貸
与
は
難
し
い
。

問
家
具
の
転
倒
防
止
の
補
助
金
を
。

答
防
災
用
品
の
補
助
制
度
を
検
討
。

問
小
中
学
校
の
防
災
教
育
状
況
は
。
視
覚

か
ら
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
。

い
く
。
持
続
可
能
な
財
政
運
営
は
可
能

で
あ
る
。

問
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
需
要
と
重
な
る
建
設
資

材
の
高こ

う
と
う騰
な
ど
社
会
的
変
化
に
対
応
で

き
る
慎
重
な
計
画
で
あ
る
べ
き
で
は
。

答
当
然
だ
。
特
例
債
が
使
え
な
い
計
画
で

あ
れ
ば
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

問
市
の
広
報
に
維
持
費
や
財
政
計
画
等
の

説
明
も
含
め
た
内
容
の
基
本
計
画
案
を

載
せ
る
の
か
。

答
一
定
の
数
字
が
出
る
と
思
う
の
で
、
そ

れ
ら
も
含
め
て
掲
載
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
北
小
倉
ご
み
処
理
施
設
問
題
か
ら
見
え
る

安
曇
野
市
行
政
の
あ
り
方

答
平
成
29
年
度
策
定
予
定
の
第
３
次
男
女

共
同
参
画
計
画
の
多
文
化
共
生
施
策
を

充
実
さ
せ
る
。

問
安
曇
野
市
多
文
化
共
生
推
進
計
画
の
策

定
を
再
度
提
案
す
る
が
。

答
第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
を
進
め
る

中
で
策
定
時
期
を
判
断
す
る
。

問
外
国
籍
児
童
な
ど
へ
の
小
学
校
、
中
学

校
で
の
日
本
語
学
習
と
、
外
国
籍
市
民

な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
日
本

語
教
室
で
の
日
本
語
学
習
の
支
援
強
化

を
提
案
す
る
が
。

答
小
中
学
校
に
は
必
要
な
支
援
を
し
、
教

室
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
交
流
の
場
や
受
講

者
の
発
表
の
機
会
な
ど
を
検
討
す
る
。

制
改
正
で
地
方
創
生
応
援
税
制
が
改
正

さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
の

か
お
聞
き
す
る
。

答
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
導
入
に
向
け
、

政
策
経
営
課
が
窓
口
と
な
り
、
関
係
部

署
と
協
議
を
進
め
、
制
度
設
計
の
概
要

が
固
ま
り
次
第
報
告
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
一
億
総
活
躍
社
会
に
向
け
て
の
施
策
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
に
つ
い
て

○
安
曇
野
の
中
山
間
地
域
農
業
を
担
う
高
齢

者
農
作
業
事
故
に
つ
い
て

答
避
難
訓
練
は
年
２
回
か
ら
４
回
実
施
。

小
学
校
は
保
護
者
へ
引
き
渡
し
訓
練
も

実
施
。
理
解
し
や
す
い
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
全
校
に
配
布
す
る
。

問
小
中
学
校
の
耐
震
化
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

率
は
。

答
４
月
１
日
現
在
構
造
体
１
０
０
％
、
屋

内
運
動
場
の
つ
り
天
井
等
落
下
防
止
対

策
は
47
・
06
％
。
平
成
31
年
度
完
了
。

問
災
害
時
の
備
え
の
特
設
公
衆
電
話
は
。

答
指
定
避
難
所
27
か
所
す
べ
て
に
設
置
。

問
熊
本
地
震
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
は
。

答
10
月
に
報
告
会
開
催
。
職
員
が
情
報
を

共
有
し
、
災
害
の
備
え
に
万
全
を
期
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
結
婚
相
談
事
業
に
つ
い
て

新総合体育館建設が公園敷地外に？

ふるさと寄附返礼品のフルート（堀金岩原）

楽しいオレンジカフェ（豊科成相）

市の総合防災訓練（土のうづくり）

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！12 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

民心・
無所属の会

増田 望三郎

大
規
模
体
育
館
建
設
計
画

の
見
直
し
・
修
正
を

「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」

本
当
に
大
丈
夫
か

政和会
内川 集雄

民心・
無所属の会

林 　孝彦

介
護
と
福
祉
の
ま
ち
・

安
曇
野
の
推
進
を

防
災
対
策
に
つ
い
て

政和会
平林 德子

南部総合公園

拡張候補地
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一 般 質 問

問
「
新
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
」
の
入
浴
料
金

は
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い
者

は
４
５
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
穂
高

老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
の
高
齢
者
、
障
が

い
者
料
金
１
５
０
円
か
ら
す
れ
ば
３
倍

だ
。
わ
ず
か
な
年
金
暮
ら
し
の
楽
し
み

と
し
て
、
気
軽
に
通
え
な
い
。
家
族
風

呂
「
暖
ら
ん
の
湯
」
は
１
時
間
２
０
０

０
円
だ
が
、
穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

の
福
祉
風
呂
の
機
能
も
併
せ
持
つ
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
福
祉
の
立
場
か
ら

料
金
の
減
免
は
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
70
歳
以
上
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
に
は

平
成
29
年
度
か
ら
３
０
０
円
の
割
引
入

浴
券
24
枚
を
交
付
す
る
事
業
を
準
備
し

て
い
る
。「
暖
ら
ん
の
湯
」
の
減
免
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
の
平
成
28

年
度
の
目
標
値
は
７
９
０
人
だ
が
、
平

成
28
年
６
月
１
日
現
在
、
登
録
者
合
計

は
８
３
０
人
で
40
人
も
上
回
っ
て
い

る
。
現
在
、
西
穂
高
保
育
園
の
年
長
で

長
時
間
保
育
を
希
望
す
る
人
数
は
20
人

問
再
配
置
計
画
の
保
有
面
積
圧
縮
率
32
・

９
％
の
根
拠
と
、
財
政
計
画
や
市
民
へ

の
具
体
的
な
情
報
提
供
の
進
め
方
は
。

答
建
築
か
ら
30
年
経
過
で
大
規
模
改
修
、

60
年
経
過
で
建
て
替
え
を
基
本
と
し
、

全
て
の
既
存
施
設
が
耐
用
年
数
を
迎
え

る
60
年
間
と
し
て
算
出
し
た
。
施
設
改

修
費
は
年
間
７
億
円
と
し
、
公
共
施
設

に
特
化
し
た
10
年
間
の
実
施
計
画
を
毎

年
作
成
し
、
公
表
し
て
い
く
。

問
学
校
関
係
、
民
間
代
替
可
能
施
設
の
フ

ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
室
山
、
ほ
り
で
ー
ゆ
～

四
季
の
郷
、ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
、三
郷
堆

肥
セ
ン
タ
ー
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
小
中
学
校
17
校
の
う
ち
６
校
が
建
築
後

40
年
を
経
過
し
て
お
り
、
大
規
模
改
修

に
伴
い
長
寿
命
化
改
良
工
事
を
推
進
し

て
い
く
。
２
つ
の
宿
泊
施
設
は
平
成
29

年
度
に
民
間
譲
渡
す
る
計
画
だ
が
、
国

庫
補
助
事
業
の
制
約
、
従
業
員
の
雇
用

問
題
な
ど
調
整
課
題
が
多
く
、
民
営
化

後
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
分
析

し
最
善
の
方
法
を
見み

い
だ出
す
。
ビ
レ
ッ
ジ

安
曇
野
は
公
益
性
の
高
い
事
業
の
た
め

第
３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
存
続
す
る
。
堆

問
堀
金
地
域
審
議
会
、
支
所
等
整
備
検
討

市
民
会
議
等
が
大
変
な
努
力
を
し
、
公

民
館
と
図
書
館
に
つ
い
て
講
堂
部
分
を

残
し
、
そ
の
他
は
取
り
壊
し
と
の
結
論

を
出
し
た
。
今
回
方
針
転
換
を
し
て
建

物
を
残
し
、
市
の
文
書
館
と
し
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
市
長
の
考
え
を
聞
く
。

答
当
初
計
画
を
一
時
中
断
し
、
文
書
館
整

備
を
前
提
に
活
用
に
つ
い
て
精
査
を
指

示
し
た
。
当
初
予
算
の
議
決
後
だ
が
、

活
用
で
き
る
施
設
で
あ
れ
ば
長
寿
命
化

を
図
り
、
財
政
的
に
も
無
駄
を
省
く
こ

と
を
考
え
有
効
活
用
し
た
い
。

問
支
所
等
整
備
計
画
内
容
に
つ
い
て
地
域

で
議
論
を
重
ね
て
導
い
た
意
見
集
約
は

何
だ
っ
た
の
か
。
文
書
館
整
備
は
支
所

等
整
備
基
本
計
画
の
時
点
で
検
討
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
有
効
活
用
と
い
う
な

ら
同
様
の
時
期
に
検
討
さ
れ
な
い
と
、

対
象
と
な
る
施
設
は
ほ
と
ん
ど
取
り
壊

さ
れ
て
い
る
。
文
書
館
に
つ
い
て
は
大

変
重
要
な
施
設
だ
と
認
識
し
て
い
る

が
、
今
日
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
市
民
へ

の
説
明
は
不
可
欠
だ
。
も
っ
と
早
く
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
べ
き
だ
っ
た
と
考

問
避
難
所
の
多
く
が
学
校
施
設
で
あ
る

が
、
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答
校
長
会
が
行
わ
れ
、
内
容
の
確
認
を
依

頼
し
た
。
ど
の
部
屋
ま
で
使
用
で
き
る

の
か
、
職
員
の
運
営
へ
の
か
か
わ
り
方

等
、
施
設
ご
と
に
確
認
し
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
作
業
を
進
め
て
い
く
。
時
間
外

の
開
設
が
一
番
の
課
題
で
あ
る
。

問
仮
設
住
宅
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

答
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
な
大

き
な
災
害
の
場
合
は
、
県
に
対
し
応
急

仮
設
住
宅
の
提
供
を
要
請
し
、
必
要
な

建
設
戸
数
や
、
住
宅
の
タ
イ
プ
を
県
と

連
携
し
て
進
め
る
。
市
と
し
て
仮
設
住

宅
建
設
候
補
地
と
し
た
所
は
19
か
所
で

あ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
が
済
ん

で
い
る
所
で
あ
る
。
５
月
に
発
表
さ
れ

た
千
曲
川
・
犀
川
の
浸
水
想
定
区
域
、

地
域
防
災
計
画
に
掲
げ
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト

等
を
考
慮
し
て
選
定
し
た
。
面
積
は
９

万
９
４
９
７
㎡
で
、一
戸
当
た
り
70
か
ら

１
０
０
㎡
の
建
設
用
地
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、約
９
８
５
戸
が
想
定
で
き

る
。
小
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
10
か
所
。

問
地
震
の
揺
れ
を
感
知
し
、
自
動
的
に
電

を
超
え
て
い
る
。
来
年
度
ほ
ぼ
全
員
が

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
と
な

れ
ば
、
利
用
で
き
な
い
児
童
が
出
て
く

る
。
ど
う
解
決
す
る
か
を
伺
う
。

答
今
後
、
学
校
の
空
き
教
室
を
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
用
し
て
い
く
方
針

を
示
し
て
い
る
。
穂
高
西
小
学
校
児
童

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、「
西
穂
高
会
館
」

を
一
時
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
て

お
り
、
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
児
童
館
の
充
実

○
投
票
所
の
改
善

肥
セ
ン
タ
ー
は
畜
産
臭
気
の
低
減
や
有

機
農
業
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
し

て
お
り
、
当
面
は
継
続
す
る
。

道
路
・
橋
き
ょ
う
り
ょ
う梁
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

問
市
道
１
６
９
０
㎞
・
橋
梁
７
６
６
橋
の

維
持
管
理
費
用
と
課
題
を
伺
う
。

答
舗
装
は
※

維
持
管
理
指
数
３
以
下
を
、

橋
梁
は
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
よ
り
緊

急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
対
応
し
て
い
る
。

市
の
財
源
も
厳
し
く
な
る
中
、
本
当
に

必
要
な
箇
所
を
厳
選
し
、
的
確
な
維
持

管
理
に
努
め
て
い
く
。
交
付
金
を
財
源

と
す
る
舗
装
修
繕
お
よ
び
橋
梁
修
繕
に

つ
い
て
は
予
算
確
保
に
努
め
て
い
く
。

え
る
が
市
長
の
見
解
を
。

答
文
書
館
に
つ
い
て
は
市
の
歴
史
を
後
世

に
伝
え
て
い
く
た
め
、
必
要
不
可
欠
な

施
設
で
あ
り
、
支
所
等
整
備
計
画
か
ら

1
年
半
程
遅
れ
て
策
定
し
た
新
市
立
博

物
館
構
想
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
私
に
責
任
が
あ
る
。
関
係

す
る
委
員
の
皆
さ
ん
等
を
含
め
10
月
下

旬
に
は
市
長
と
語
る
会
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
ら
を
通
じ
て
市
民
に
し
っ
か
り
説

明
責
任
を
果
た
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
依
然
と
し
て
減
ら
な
い
特
殊
詐
欺
被
害
か

ら
市
民
を
守
る
べ
き

気
を
遮し

ゃ
だ
ん断
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
周

知
に
つ
い
て
伺
う
。

答
通
電
中
の
電
気
器
具
の
上
に
物
が
落
ち

て
、
火
災
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

市
と
し
て
注
意
喚か

ん
き起
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
設
置
の
際
の
注
意
点
と
合
わ
せ
て
、

出
前
講
座
や
広
報
で
促

う
な
が
す
。

問
避
難
施
設
に
電
気
を
供
給
で
き
る
、
バ

ッ
テ
リ
ー
パ
ッ
ク
内
臓
の
小
水
力
発
電

の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

答
県
と
の
連
携
に
よ
り
、
情
報
共
有
を
し

て
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
食
品
ロ
ス
削
減
、
お
よ
び
フ
ー
ド
バ
ン
ク

に
つ
い
て

安曇野しゃくなげの湯

旧堀金公民館

保有公共施設総量圧縮のプロセス

本年度の安曇野市総合防災訓練

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！9 月
定例会

※
維
持
管
理
指
数
と
は
…
路
面
状
態
を
総
合
的
に
数
値
化
し
た
も
の
。「
5
以
上
」
は
良
好
。「
3
～
5
」
は
補
修
が
必
要
。「
3
以
下
」
は
早
急
に
補
修
が
必
要
。

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子
「
新
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
」

の
利
用
は

政和会
黒岩 豊彦

旧
堀
金
公
民
館
施
設
利
用

の
あ
り
方
再
検
討
を
問
う

公
共
施
設
再
配
置
計
画
に

よ
る
総
量
圧
縮
に
つ
い
て

信誠会
小松 洋一郎

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

公明党
藤原 陽子
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一 般 質 問

問
市
内
東
西
を
結
ぶ
道
路
は
、
渋
滞
解
消

だ
け
で
は
な
く
観
光
面
で
も
有
効
で
、

一
日
も
早
い
事
業
化
を
望
む
が
。

答
早
期
の
事
業
化
を
県
に
対
し
て
も
要
望

し
て
い
る
。
県
で
は
、
２
０
０
万
円
の

予
算
で
交
通
量
の
推
計
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
後
、
事
業
化
に
向
け
整
備

計
画
を
整
理
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
丁

寧
な
説
明
を
開
始
す
る
。

問
南
部
総
合
公
園
に
計
画
さ
れ
る
総
合
体

育
館
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、
周
辺
の
道
路

整
備
も
必
要
だ
。
特
に
立
石
の
綿
半
前

か
ら
東
へ
向
か
う
道
路
は
、
狭

き
ょ
う
あ
い隘
で
危

険
と
思
わ
れ
る
が
、
整
備
が
止
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
今
後
の
計
画
を

伺
う
。

答
指
摘
の
道
路
は
、
地
元
要
望
を
受
け
、

歩
行
者
の
安
全
対
策
と
し
て
道
路
改
良

を
進
め
て
い
る
。
今
回
の
総
合
体
育
館

整
備
に
伴
い
、
道
路
の
利
用
推
計
も
変

動
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
導
線
計
画

も
含
め
再
検
討
す
る
。

問
「
安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
」「
日
本
ア

ル
プ
ス
サ
ラ
ダ
街
道
」
等
、
道
路
が
ネ

ー
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
観
光
振

問
産
業
振
興
は
市
長
を
先
頭
に
産
学
官
金

が
連
携
し
、「
オ
ー
ル
安
曇
野
」「
チ
ー

ム
安
曇
野
」
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
経
済
活
性
化
に
向
け
た
商
工

業
・
農
業
・
観
光
業
を
一
体
的
に
推
進

す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し
、
ど
の
よ

う
な
安
曇
野
市
を
目
指
す
の
か
。

答
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
と
、
産
業

や
生
活
機
能
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ

れ
た
魅
力
的
な
都
市
環
境
の
創
造
に
努

め
、
成
長
と
発
展
す
る
地
域
を
目
指
す
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

も
、
市
の
保
有
す
る
資
源
を
最
大
限
に

生
か
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

り
な
が
ら
雇
用
に
繋つ

な

げ
、
持
続
可
能
な

市
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問
商
工
業
・
農
業
・
観
光
業
の
施
策
は
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
条
例
に
な
る
の
か
。

答
商
業
は
、
創
業
支
援
や
空
き
店
舗
の
活

用
促
進
で
商
店
街
の
空
洞
化
を
防
ぎ
、

経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
支
援
を
着
実

に
実
行
す
る
。
工
業
は
、
柔
軟
な
支
援

制
度
を
構
築
し
、
既
存
企
業
活
動
の
支

援
や
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

農
工
商
連
携
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、

問
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
は
。

答
地
方
に
お
け
る
人
口
の
減
少
、
少
子
高

齢
化
社
会
の
本
格
的
な
到
来
が
予
想
さ

れ
る
な
か
で
、
薄
く
幅
広
く
拡
散
し
た

市
街
地
で
は
生
活
の
利
便
施
設
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
困
難
に
な
っ
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。
集
約
型
の
都
市
構
造
の
実

現
の
た
め
に
、
改
正
都
市
再
生
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
平
成
28
・
29
年
度
の

２
か
年
で
策
定
す
る
。

問
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
は
駅
中
心
と
聞

く
が
、
市
に
は
Ｊ
Ｒ
の
駅
が
11
か
所
あ

り
、
ど
こ
の
駅
を
中
心
に
す
る
の
か
。

ま
た
、
豊
科
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
と
西
口
開
発
は
。

答
各
駅
の
乗
降
客
数
や
観
光
客
の
利
用
等

の
利
用
実
態
、
新
幹
線
と
の
接
続
な
ど

の
特
色
を
踏
ま
え
、
各
駅
そ
れ
ぞ
れ
の

方
針
を
ま
と
め
て
い
く
。

　

豊
科
駅
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
西
口

開
発
も
今
後
合
わ
せ
て
研
究
す
る
。

問
市
長
は
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
１
％
行

問
国
が
５
月
末
に
公
表
し
た
新
た
な
犀
川

流
域
の
大
雨
に
よ
る
浸
水
想
定
は
、
過

去
最
高
を
記
録
し
た
昭
和
58
年
の
10
号

台
風
の
降
雨
量
の
２
倍
を
超
え
る
も
の

で
、
川
沿
い
の
広
い
地
域
が
水
没
し
、

壊
滅
的
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ

に
備
え
る
市
の
基
本
的
な
考
え
は
。

答
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
雨
に
よ
る

浸
水
想
定
を
国
が
公
表
し
た
も
の
。
堤

防
な
ど
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
数
値
で
、

今
ま
で
安
全
と
言
わ
れ
た
と
こ
ろ
も
危

険
と
さ
れ
た
。
地
域
と
連
携
し
「
命
を

守
る
」
避
難
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

問
浸
水
想
定
区
域
で
の
公
共
施
設
設
置
の

扱
い
は
。

答
基
準
数
値
が
上
が
っ
て
も
、
大
雨
に
対

し
て
は
事
前
に
予
測
し
迅
速
に
避
難
す

る
こ
と
が
基
本
。
明
科
南
保
育
園
の
建

設
計
画
も
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

市
内
産
業
、経
済
の
振
興
に
つ
い
て

問
人
口
減
少
時
代
で
も
市
の
経
済
活
力
を

持
続
さ
せ
る
に
は
、
国
の
経
済
対
策
な

ど
を
活
用
し
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
打
つ

必
要
が
あ
る
が
、
取
り
組
み
の
状
況
は
。

興
に
も
効
果
が
あ
る
と
思
う
。
大
規
模

農
道
（
通
称
農
免
道
路
）
や
本
庁
舎
前

の
神し

ん
め
い明
通
り
線
な
ど
、
新
た
に
ネ
ー
ミ

ン
グ
を
す
る
こ
と
で
、
親
し
み
も
わ
き

観
光
振
興
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
。
公
募
し
て
名
称
を
つ
け
た

ら
ど
う
か
提
案
す
る
。

答
過
去
に
は
昭
和
61
年
標
識
令
の
改
正
を

受
け
、
道
路
愛
称
を
付
け
た
経
緯
が
あ

り
、
本
市
に
は
16
路
線
あ
る
。
そ
の
現

状
を
再
確
認
し
、
そ
の
他
の
道
路
も
含

め
、
愛
称
名
の
制
定
手
続
き
や
標
識
設

置
費
用
等
含
め
た
中
で
、
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

経
済
効
果
に
繋
げ
た
い
。
観
光
業
は
、

農
業
と
連
携
し
た
農
家
民
泊
な
ど
、
他

の
分
野
と
連
携
し
た
観
光
戦
略
を
検
討

し
た
い
。
ま
た
、
地
方
創
生
の
交
付
金

を
活
用
し
て
外
国
人
旅
行
者
の
誘
客
を

進
め
た
い
。
条
例
の
骨
子
案
は
、
各
産

業
別
の
基
本
方
針
や
計
画
の
策
定
、
審

議
会
や
専
門
部
会
の
設
置
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。
市
民
な
ど
の
意
見
を
聴
き
な

が
ら
ま
と
め
た
い
。

離
婚
・
別
居
後
の
子
ど
も
面
会

交
流
支
援
を

問
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
を
密
に
。

答
相
談
内
容
に
よ
り
連
携
し
て
い
く
。

う
こ
と
で
財
政
に
数
億
円
の
影
響
が
あ

る
と
言
っ
て
い
る
。
来
年
度
予
算
編
成

に
向
け
そ
の
方
法
は
。

答
総
務
部
、
政
策
部
、
財
政
部
が
連
携
し
、

事
務
事
業
評
価
、
政
策
評
価
を
反
映
し

た
予
算
配
分
を
行
い
、
事
務
事
業
の
改

善
・
改
革
を
図
る
。

　

お
互
い
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
、
前

例
踏と

う
し
ゅ
う襲
型
予
算
か
ら
新
た
な
発
想
の
中

で
行
政
需
要
に
対
応
で
き
る
機
動
的
な

予
算
編
成
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
前
年
度
当
初
予
算
を
比
較
対

象
と
し
た
予
算
か
ら
、
過
去
の
支
出
状

況
な
ど
を
参
考
に
し
た
決
算
ベ
ー
ス
に

よ
る
予
算
編
成
に
移
行
す
る
。

答
農
業
分
野
で
は
、
国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
事
業
に
よ
り
、
タ
マ
ネ
ギ
や
大
豆
、

そ
ば
生
産
農
家
の
事
業
拡
大
、
体
質
強

化
支
援
を
進
め
て
い
る
。

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
新
築
を
応
援

す
る
住ス

マ

イ

ル

ま
居
る
応
援
制
度
は
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
も
高
く
、
平
成
29
年
度

も
実
施
す
る
計
画
。
平
成
27
年
度
ま
で

5
年
間
の
補
助
金
は
３
億
円
を
上
回
る
。

　

平
成
27
年
度
末
、
債
務
負
担
行
為
で

舗
装
工
事
を
発
注
し
た
。
効
果
が
得
ら

れ
た
の
で
引
き
続
き
対
応
し
て
い
く
。

国
の
経
済
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
部
長

に
国
県
の
関
係
機
関
に
自
ら
出
向
い
て

の
情
報
収
集
や
活
用
を
指
示
し
て
い
る
。

19か所の美術館を結ぶ「安曇野アートライン」

JR豊科駅

条例が目指す市の将来の姿は

新興住宅地に感じる市内経済の力強さ

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！9 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

東
西
の
道
路
整
備
を
進
め

現
道
に
愛
称
を
付
け
て
は

公明党
小松 芳樹

政和会
坂内 不二男

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
へ
の

取
り
組
み
は

平
成
29
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

の
考
え
方
は

信誠会
平林 　明

経
済
活
性
を
図
る

産
業
振
興
条
例（
仮
称
）と
は

犀
川
流
域
の
新
た
な
浸
水

想
定
区
域
へ
の
備そ

な

え
は

政和会
松枝 　功
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一 般 質 問

問
穂
高
・
立
足
地
区
の
太
陽
光
発
電
施
設

は
住
宅
団
地
を
控
え
た
田
園
風
景
の
中

に
建
設
さ
れ
た
が
、
な
ぜ
農
地
法
に
触

れ
る
こ
と
な
く
許
可
さ
れ
、
ま
た
特
定

開
発
事
業
の
認
定
が
さ
れ
た
の
か
。

答
当
該
農
地
は
平
成
21
年
７
月
に
ス
ポ
ー

ツ
施
設
と
し
て
農
地
転
用
の
許
可
を
受

け
、
そ
の
後
フ
ッ
ト
サ
ル
場
と
し
て

利
用
さ
れ
た
の
で
転
用
事
業
が
完
了
し

た
。
そ
の
跡
地
に
太
陽
光
発
電
施
設
が

設
置
さ
れ
た
の
で
問
題
な
い
。

問
フ
ッ
ト
サ
ル
場
建
設
の
申
請
書
に
は
、

人
工
芝
を
敷
い
て
高
さ
６
ｍ
の
フ
ェ
ン

ス
で
囲
う
と
あ
る
が
、
工
事
完
了
の
写

真
に
そ
れ
ら
は
無
く
、
造
成
し
た
だ
け

で
フ
ッ
ト
サ
ル
場
は
で
き
て
い
な
い
が
。

答
農
業
委
員
会
で
は
通
常
現
場
確
認
は
し

な
い
。
完
了
届
け
の
写
真
に
よ
り
許
可

権
者
の
県
と
協
議
し
、
用
途
と
し
て
主

た
る
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
と
判
断

し
、
事
業
完
了
と
み
な
し
た
。

　

建
築
住
宅
課
で
は
完
了
検
査
を
怠
っ

た
た
め
、
今
と
な
っ
て
は
完
了
・
未
完

了
の
判
断
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

問
完
了
検
査
を
し
な
か
っ
た
の
は
単
な
る

問
子
育
て
の
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
第
２
子
の
保
育
料
の
無
料
化

と
、
大
学
生
の
授
業
料
を
奨
学
金
で
給

付
す
る
事
業
に
取
り
組
む
の
は
ど
う

か
。
日
本
中
三
割
自
治
で
財
政
的
に
厳

し
い
の
は
同
じ
な
の
で
、
選
択
と
集
中

で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
保
育
料
の
第
３
子
無
料
化
は
平
成
27
年

度
か
ら
開
始
し
て
い
る
。
第
２
子
の
保

育
料
は
年
間
２
億
１
７
０
０
万
円
と
試

算
さ
れ
、
市
単
独
事
業
と
な
る
た
め
実

現
は
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
国
の
進
め

て
い
る
児
童
教
育
の
無
償
化
に
注
視
し

て
い
く
。
現
在
保
育
園
・
幼
稚
園
を
利

用
し
て
い
な
い
家
庭
の
第
２
子
以
降
の

子
ど
も
に
月
額
３
０
０
０
円
を
支
給
し

て
い
る
。
市
教
育
委
員
会
は
高
校
、
大

学
等
へ
進
学
す
る
奨
学
金
と
し
て
無
利

子
に
よ
る
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
を
創

設
す
る
。
大
学
の
授
業
料
援
助
に
つ
い

て
は
、
財
源
確
保
お
よ
び
公
平
性
な
ど

に
課
題
が
あ
る
の
で
、
奨
学
金
制
度
の

創
設
は
行
わ
な
い
。
国
の
給
付
型
奨
学

金
創
設
を
見
き
わ
め
た
い
。 

問
事
件
・
事
故
を
防
ぐ
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答
特
殊
詐
欺
で
毎
年
何
億
円
と
い
う
お
金

が
だ
ま
し
取
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の

人
々
が
大
変
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

現
状
が
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
被
害
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問
防
犯
協
会
と
民
生
委
員
の
役
割
と
課
題

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
多
様
化
す
る
特
殊
詐
欺
の
防
止
対
策
に

つ
い
て
は
、
民
生
委
員
に
よ
る
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
防
犯
協

会
や
市
区
長
会
と
も
連
携
し
て
、
地
域

の
安
全
・
安
心
を
確
立
す
る
こ
と
を
念

頭
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
早
い

時
期
に
防
犯
体
制
を
全
市
統
一
し
て
、

事
件
・
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
努

力
し
た
い
。

問
危
機
管
理
体
制
の
充
実
と
指
揮
命
令
の

一
本
化
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
昨
今
、
災
害
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い

る
中
、
生
命
・
財
産
・
身
体
に
損
害
を

与
え
か
ね
な
い
事
象
が
頻ひ

ん
ぱ
つ発
し
て
い

事
務
処
理
ミ
ス
＝
過
失
な
の
か
。
故
意

に
ミ
ス
し
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
が
。

答
条
例
に
規
定
さ
れ
た
完
了
検
査
を
行
わ

な
か
っ
た
こ
と
は
、
市
民
の
信
頼
を
損

な
う
こ
と
で
あ
り
遺い

か
ん憾
に
思
う
。

Ｍ
産
業
・
防
音
壁
の
安
全
性
と

一
廃
処
理
業
の
許
可
更
新
に
つ
い
て

問
現
実
的
な
安
全
性
が
確
認
で
き
て
い
な

い
現
時
点
で
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の

許
可
更
新
を
行
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
廃
棄
物
処
理
法
の
許
可
の
要
件
に
は
合

致
し
て
お
り
、
法
律
上
の
安
全
性
は
確

保
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
た
た
め
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
国
会
批
准
に
意
思
表
明
を

問
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
国
会
批
准
に
つ
い
て
、

国
会
決
議
は
対
策
影
響
な
し
と
し
て
い

る
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
薬
価
に
よ
る

混
合
診
療
導
入
で
国
民
皆
保
険
制
度
が

崩
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
で
主
権
・
人

権
・
食
の
安
全
も
侵
さ
れ
る
。
農
業
へ

の
影
響
も
大
き
い
。
市
長
の
態
度
表
明

を
求
め
る
。

答
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
・
国
益
・
住
民

生
活
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
、
精
査
し

な
が
ら
県
・
北
信
越
・
全
国
市
長
会
を

通
じ
て
意
見
を
述
べ
て
い
く
。

る
。
通
報
が
あ
れ
ば
危
機
管
理
課
を
は

じ
め
所
管
課
で
対
応
し
て
い
る
の
が
現

状
。
地
震
の
発
生
確
率
が
高
ま
っ
て
い

る
中
で
緊
急
の
対
応
、
体
制
の
強
化
、

迅じ
ん

速そ
く

に
動
け
る
体
制
を
、
現
状
に
プ
ラ

ス
す
る
こ
と
で
検
討
し
た
い
。

問
生
涯
学
習
体
制
の
充
実
と
、
子
ど
も
達

に
命
の
大
切
さ
を
ど
の
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
学
校
に
お
い
て
、
道
徳
や
人
権
教
育
も

含
め
、
教
育
活
動
を
通
じ
て
命
の
大
切

さ
や
自
尊
感
情
を
高
め
る
指
導
と
、
子

ど
も
達
の
悩
み
も
聞
き
対
応
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

完成したフットサル場として業者が工事完了
届けに添付した写真

元気に通学する子ども

穂高保育園運動会

一 般 質 問市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！9 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
2
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

民心・
無所属の会

小林 純子

太
陽
光
発
電
の
事
業
認
定

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

信誠会
召田 義人

民心・
無所属の会

荻原 勝昭

子
育
て
世
代
に
保
育
料
・

授
業
料
の
経
済
的
支
援
を

市政についての要望や意見等があるときは、だれでも「請願」や「陳情」を提出することができます。

「請願」と「陳情」の違い
市議会議員の紹介があるものを「請願」といい、紹介がないものを「陳情」といいます。「請願」

は市民が市などに対し要望や意見を述べることで、憲法で保障された権利です。「陳情」も「請願」
と同様に市民の要望や意見等を述べることですが、法的な定めはありません。
「請願・陳情」の内容に制限はありません

「請願・陳情」の内容に制限はありませんが、市議会の権限がおよばない
ものは採択することができず、提出されても実益がないことがあります。
　　【請願・陳情の例】
　　　１　市議会の議決事項に関するもの
　　　２　市の行政に関するもの
　　　３　市議会を通じて国や県の施策を要望するもの

市議会での取り扱いはこうなります
受理した「請願・陳情」は、議会運営委員会で常任委員会に付託するか協議・決定し、付託され

た場合は常任委員会で審査し、その報告に基づき、本会議で「採択」「不採択」を決定します。
「請願・陳情」に関する詳細は議会事務局か市議会ホームページへ
　「請願・陳情」の「つくり方」「様式」などの詳細は、市議会ホームページに掲載
してあります。

「請願・陳情」はどなたでもできます
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市民の意見をお聴き　しました
市議会は「市民の意見を聴く会」を市役所 4階大会議室で
8月21日（日）午後 1時 30 分からと午後 7時からの 2回開催
しました。出席した合計 43 人の市民の皆さんから、2つの
テーマについて貴重なご意見をいただきました。ご意見の
一部を紹介します。

新総合体育館建設についてどう考えますか？ どうする？　議員の定数・報酬・政務活動費
豊科南部総合公園に建設予定の総合体育館（以下「新総合体育館」という）の建設計画については、議会でも安

曇野市の大きな課題ととらえ 2 回の政策討論会議を実施するとともに、現在も福祉教育委員会を中心に調査を重ね
ています。5 月に開催した第 3 回議会報告会でも新総合体育館に関する多くの質問があり、市民の関心の高さを感
じました。そこで、教育委員会の新総合体育館に関する市民説明会やマスコミ報道を通じて、市民の皆さんがどの
ように考えているのかを、市が 11 月に基本計画（案）を提示する前にお聴きし、議会の持つべき方向性をまとめる
参考にしていきたいと考え、今回のテーマにしました。

市議会の 10 年を１つの節目として、これからの市議会は、年代等のバランスのとれた市議会を目指した議会改
革が必要であると考え、現在、議会改革推進委員会において「議員定数、議員報酬、政務活動費」の三者を包含し
た見直しについて検討しています。そこで、これらの個別事項について市民の皆さんのご意見をお伺いし、議会改
革の参考にしたいと思い今回のテーマにしました。

＊新総合体育館はどんな体育館？
　・想定施設規模：6,100 ～ 8,400㎡相当
　・想定事業費：28 ～ 38 億円（関連整備を含む）
　・施設：メインアリーナ・サブアリーナ・武道スペース（柔道・剣道）
　　　　　その他付帯施設（更衣室・会議室）など
　・観客席：2 階固定席（1,000 席）
　　　　　　1 階アリーナ席（1,500 席程度、うち常設可動席 600 席）

【教育委員会の市民説明会（7 月～ 8 月開催）資料から抜粋】

＊安曇野市議会の現状
議員定数：25 人（平成 25 年 10 月の選挙から 28 人を 25 人に変更）
議員報酬：議長 459,000 円 / 月　副議長 383,000 円 / 月
　　　　　議員 360,000 円 / 月
政務活動費：1 人当たり 90,000 円 / 年（7,500 円 / 月）

参加された皆さんから多くのご意見を
いただきました

会の主旨を説明する議長

子どもの育成面からの意見

議員定数

政務活動費

議員報酬

財政面からの意見

地域の経済面からの意見

その他の意見

規模や設備についての意見

・将来の子どものために残せる施設なのでつくってほしい。
・子ども達の個性を伸ばし、スポーツの多様性に対応できるような充実した

体育館が必要だと考えている。
・子どもに目を向けて、子ども達が何を望んでいるかを聞いてから施設整備

をしてほしい。

・議会費の総額を増やさないために、議員報酬を上げ、それに
見合う定数に減らしてはどうか。

・委員会構成をみると各委員会 6 人以上は必要なので、大きく
定数は減らさなくてもいい。

・定数は余り減らすと議論などが活発にならないので、平均的
な数字の 25 人でいいと思う。

・若い人が議員になるためにも議員報酬を上げて、議員の定数
を今の３分の２くらいにしてはどうか。

・議員は市民のためによい政治を行って仕事をする
べきで、人がうらやむような年収に上げて、それ
を目当てとする人には議員になってほしくない。

・現在の報酬では若い人は立候補しないと思う。年
収 1,000 万円くらいにすればやる気のある人が立
候補できると思う。

・若い議員が増えるような報酬を考えてほしい。

・議員報酬はそのままで、政務活動費をもっと上げれば調査活動もして
レベルも上がると思う。

・政務活動費は議員が調査研究するために必要な経費であり、上げてい
いと思う。

・月 7,500 円ではどこにも行かれない。しっかりと視察ができるように
上げるべき。

・政務活動費は必要経費であり、それぞれ議員が実際使っている額をま
とめて要求すべきだと思う。

・平成 34 年度以降の財政が明らかではないので、合併特例債
の返済期間である 20 年間は大丈夫だという財政計画を示し
てほしい。

・合併特例債といっても国の借金で、いずれ私たちにまわって
くるので安易に使ってほしくない。

・人件費が明らかにされていない中、経費も膨らむのではない
かと不安に感じる。身の丈に合う施設建設であってほしい。

・償還も含め将来の費用がクリアできるならば、市の活性化の
要因になるような大規模な体育館をつくってほしい。

・少子高齢化による使用者の減少や、ランニングコスト、財政
状況を考えるべき。

・体育館建設による経済効果も期待できるような施設を望む。
・地域と市民の活性化になるような方策を検討してほしい。
・スポーツ合宿もできるような大規模施設なら経済効果もある。

・公式スポーツ施設整備計画検討委員会は利害関係者が多いので、開催期間や時間を考慮して仕事のある人も公募で委員
になれるようにしてほしい。

・体育館建設についての話を最近まで全く知らなかった。市民への周知が不足しているのではないか。
・議会が市民の声を聞く機会を設けたことは評価したい。

・防災機能も含めた施設としてほしい。
・使う人のターゲットを考え、道路等のアクセスや

周辺の活性化など総合的な戦略を考えるべき。
・なぜ国体基準でなくてはならないのか。南社会体

育館の建て替えなら大規模でなくてもよい。
・２階の観客席の構造なども含めて、見る人向けの

建物をつくるべき。
・建物の規模も大事だが、最低でも 1,000 台程度

の駐車場を整備してほしい。
・豊科地域審議会では建て替えを答申している。現

在の南社会体育館では小さいので、新しく建てて
ほしい。

・市民のスポーツのための小さな体育館なら、それ
には賛成する。 たくさんのご意見をいただきありがとうございました。皆さんの思いや考えを参考に、議員全員でこれらの重要な

問題について話し合いを重ね、これからの議会活動や議会改革に生かしていきます。
ここでご紹介した以外のご意見は、市議会ホームページに掲載してありますのでぜひご覧ください。
また、これら２つのテーマについてご意見があれば下記までお寄せください。

【ご意見の送り先】
郵送：〒 399-8281　安曇野市豊科 6000 番地　安曇野市議会事務局
Fax：0263-71-2150　メール：gikai@city.azumino.nagano.jp

QR コードから「市
民の意見を聴く会」
のページへお入り
ください

新総合体育館建設は？　議員の定数・報酬・政務活動費は？
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平成 28 年 11 月 2 日発行

◆自宅前で孫 ( ２歳 ) と遊んでい
ると電車が見えたとき「じじ、カ
ンカンに乗りたい」と言われ、「カ
ンカンに乗ってどこ行くの？」と
聞くと「とうきょう」と言われビッ
クリ。同時に議会だより編集のエ
ネルギーが補充できました。

坂内不二男

◆広島カープがリーグ優勝しました。40年以上も親会社を持たず独立
採算で運営されてきたのも、市民の熱い思いに支えられ、愛され続けて
きたことにあります。人材を発掘し育てていくというカープの方針は、
あらゆる分野にも共通して言えることだと思いました。　　　猪狩久美子

議会広報特別委員会
　委 員 長　竹内秀太郎
　副委員長　林　　孝彦

委員　坂内不二男　井出 勝正　一志信一郎　藤原 正三
　　　中村今朝子　平林 　明　猪狩久美子　小林 純子

気軽にご意見をお聞かせください

議会からのお知らせ
・公職選挙法に基づき議員の寄
　附行為の禁止を徹底します
地域行事、祭りなどへの寄附や差し入
れ、開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞
い（親族以外）、中元、歳暮、入学・
卒業祝い、代理出席の場合の結婚祝い・
香典など、議員が寄附行為をすること
は禁止です。

TEL 0263-71-2000（市役所代表）

TEL 0263-71-2156（議会事務局）

FAX 0263-71-2150（議会事務局）

平成 28 年安曇野市議会 12月定例会は11月24日（木）～12月19日（月）
頃を予定。皆さんの傍聴をお待ちしています。なお、議会ホームページでは本会議
のライブ配信も実施します！ぜひご覧ください。

請願・陳情の締切は11月14日（月）です。それ以降の提出は次の定例会での
審議になりますのでご注意ください。

議会傍聴へ
ようこそ！

秋風にそよぐコスモス

『寄附行為　しない、させない、求めない』

帯刀 政信さん
（三郷）

市
議
会
に
関
す
る
意
見
・
要
望
・

感
想
な
ど
を
書
い
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
今
回
ペ
ン
を
と

り
ま
し
た
。
こ
の
度
要
望
し
た
い
こ
と

は
「
消
防
団
に
新
入
団
員
が
入
団
し
て
も

ら
え
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
農
業
を
営
む
傍か
た
わ

ら
安
曇
野
市
消

防
団
に
所
属
し
て
い
て
、
火
災

や
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
有
事
の
際
は

消
防
団
活
動
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
現
在
安
曇
野
市
消
防
団
で
は
団
員

が
不
足
し
て
い
て
、
特
定
の
団
員
に
任
務

が
集
中
す
る
と
同
時
に
、
団
歴
の
長
い
団

員
が
退
団
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状

態
の
分
団
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

ま
ま
の
状
態
が
続
い
て
い
く
と
、
人
手
不

足
に
よ
り
有
事
の
際
に
対
応
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
地
域
が
で
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

各
分
団
で
は
各
々
勧
誘
を
行
っ

て
は
い
ま
す
が
、
対
象

者
に
話
す
ら
聞
い
て
も
ら
え
な
い
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
、
な
か
な
か
入
団
し
て
も

ら
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
各
地
域
に

は
地
区
ご
と
に
区
長
や
会
計
な
ど
様
々

な
「
役
員
」
が
あ
っ
て
、
特
定
の
人
に
限

ら
れ
た
任
期
の
間
勤
め
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
有
事
の
際
、「
地
域
に
住
む
人
達
で

地
域
を
守
る
」
と
い
う
考
え
方
が
妥
当
で

あ
る
と
い
う
な
ら
ば
、
消
防
団
員
を
地
区

の
役
員
と
し
て
選
出
す
る
方
法
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

も
し
消
防
団
と
い
う
組
織
が
安
曇

野
市
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
優
先
で
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
団
員
不
足

問
題
で
あ
り
、
問
題
を
解
消
す
る
た
め
の

手
段
の
実
践
だ
と
思
い
ま
す
。
施
設
や
装

備
品
の
類
は
最
低
限
の
備
え
で
十
分
で

す
。
現
場
で
活
動
し
て
い
る
身
と
し
て
、

消
防
団
が
動
く
だ
け
で
は
団
員
不
足
問
題

は
解
決
で
き
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
地
域
で
で
き
る
こ
と


